
 

 

 

平成 30 年 7 月 23 日 

四国地方整備局 松山港湾・空港整備事務所 

 

フェリー大型化の対応、大規模地震発生時の物資輸送も可能に 

～東予港中央地区 耐震強化岸壁供用式典を挙行～ 
 

国土交通省四国地方整備局では、貨物量の増加に伴う船舶の大型化に対応し、また、

大規模地震発生時の緊急物資輸送拠点を確保するため、複合一貫輸送ターミナルの整

備を進めています。 

 今般、耐震強化岸壁(-7.5m)の竣工に伴い、供用式典を挙行しますのでお知らせ致

します。 

 

○東予港中央地区耐震強化岸壁供用式典 

 （１）日  時  平成３０年７月２８日（土）１０：００～１０：４５ 

 （２）場  所  愛媛県西条市今在家地先 

 四国開発フェリー（株） 新ターミナルビル内（資料－１参照） 

 （３）主  催  国土交通省四国地方整備局、愛媛県、西条市 

 （４）来  賓  国会議員、愛媛県議会議員、西条市議会議員、地元関係者 他 

 （５）式典内容  資料－２参照 

（６）事業概要  資料－３参照 

 （７）そ の 他  式典終了後、新たに就航する四国開発フェリー(株)の新造船の

船内見学会が実施される予定です。 

 

 

問合せ先 国土交通省 四国地方整備局 松山港湾・空港整備事務所 

副  所  長 篠原 真三 

企画調整課長 西山 文彦     電話 089-951-0162（直通） 

 

※取材については、取材申込書（別紙）により、事前に FAX（089-946-8010）でお申し込み下さい。

（申込期限：平成 30 年 7 月 26 日（木）16 時まで） 

期限後の取材申込は、上記問合せ先までご連絡をお願いいたします。 



 

資料－１ 



資料－２

「東予港中央地区耐震強化岸壁供用式典」

次 第 （案）

日時／平成３０年 ７月２８日（土）

時間／１０：００～１０：４５

場所／愛媛県西条市今在家地先 四国開発フェリー㈱ 新ターミナルビル内

主催／国土交通省 四国地方整備局、愛媛県、西条市

来賓／国会議員、愛媛県議会議員、西条市議会議員、地元関係者 他

１．開 式

２．式 辞

３．来賓挨拶

４．来賓紹介

５．電報披露

６．事業概要説明

７．お礼挨拶

８．テープカット

９．閉 式

※ 供用式典終了後、四国開発フェリー(株)による新造船（おれんじえひめ）の船内見

学会が予定されています。（約３０分程）



◆事業の効果

◆整備施設

【国交省】岸壁（水深7.5m）、航路（水深7.5m）、泊地（水深7.5m）
【愛媛県】埠頭用地、臨港道路

新しい物に変更予定

埠頭用地

臨港道路
埠頭用地 泊地

航路

大阪港へ

国道11号

四国縦貫自動車道
至高松

東予インダストリアルパーク

高速道路

国道

主要な県道及び臨港道路
撮影年月：平成30年2月

耐震強化岸壁（水深7.5m） 供用開始

新フェリーターミナル
（整備状況）

新フェリーターミナル
（整備状況）

新ターミナルビル

現ターミナルビル現フェリー

臨港道路

撮影年月：平成30年6月

東予港中央地区複合一貫輸送ターミナル整備事業資料－３

★船舶の大型化に対応し、より効率的な物流体系の構築が可能に！

★震災後すぐに、緊急物資等の海上輸送が可能に！

【事業期間】平成26年度～平成32年度

【構成施設】耐震強化岸壁（水深7.5m）
泊地（水深7.5m）
航路（水深7.5m）
ふ頭用地、臨港道路等



＜別紙＞ 

 

四国地方整備局 

松山港湾・空港整備事務所 宛 

 
ＦＡＸ：（０８９）９４６－８０１０ 

 
 

東予港中央地区耐震強化岸壁供用式典 
 
 

取材申込書 
 
 

貴社名  

お名前 

人数 

代表者         様 

随行者   名 

連絡先 

Tel：          携帯： 

 

Fax： 

 

Mail： 

 

※中止等の連絡を行うため、携帯番号などの日中連絡が取れる電話番号の 

記載をお願いします。 

※当日は駐車許可証が必要になります。後日、FAX またはE-mail にて 

駐車許可証を送付しますので、記載をお願いします。 

 

 

天候によっては中止する場合があります。その場合は、可能な限り早くご連絡差し上げます。 

 
 

７月２６日（木）１６時までに 

          FAX 送信をお願いします。 


